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巻頭言
日本中に感動と希望をもたら
し、こんなすばらしいスポー
ツがあったのかと楽しませ、
世界の多くの人々を熱くした
2019 ラグビーワールドカッ
プ。惜しくも日本代表は南ア
フリカに準々決勝で敗れはし
ましたが、鹿児島出身の中村
亮土選手を連日応援をしまし
た。また、南アフリカの選手
は大会前に鹿児島で合宿して
おり、イングランドとの決勝
戦にも熱が入りました。大会
は、南アフリカが 3 度目の優
勝で幕を閉じ、最後まで諦め
ないプレイにとても感動を受
け、最後まで諦めないプレイ
に勇気をいただきました。

〈広報部会　伊地知　志郎〉

《編集・発行責任者》
一般社団法人日本自動車リサイクル機構 　
広報部会長 永田 則男

《お問い合わせ先》
一般社団法人日本自動車リサイクル機構
〒１０５－０００４ 
東京都港区新橋３丁目２番２号
ＴＥＬ：０３－３５１９－５１８１ 
ＦＡＸ：０３－３５９７－５１７１
MAIL：jaera-homepage@elv.or.jp 
H  P：http://www.elv.or.jp/

　日本自動車リサイクル機構と日本自動車リサイクル部品協議会
は、業界団体としてのあり方について、これまで協議を重ねてま
いりました。その間、支部制の導入や団体会員の創設など組織の
見直しも並行して実施しており、会員の皆さまには、大変なご苦
労とご支援を賜り心より感謝しております。 
協議の結果このたび一定の合意を得ましたのでご報告いたします。 
 
　当初、日本自動車リサイクル部品協議会が解散し、日本自動車
リサイクル機構に合流する形での組織を目指しておりましたが、
日本自動車リサイクル部品協議会のみに加盟している会員の問題
や会費等の問題など、課題が残り全てを解決するに至りませんで
した。 
 
　そのため将来に向け組織一体化は目指すものの、100 年に一度
の大変革期に対応するためには組織の一体化より活動の一体化を
優先すべきいう観点から、日本自動車リサイクル部品協議会が組
織を残しつつ日本自動車リサイクル機構の団体会員として加盟す
ることになりました。 
　今後の活動を通して、引き続き諸課題に取り組んでまいります
ので、会員の皆さまのご理解を賜れれば幸甚です。
よろしくお願いします。 

 
一社）日本自動車リサイクル機構

代表理事　酒井 康雄  
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極東開発工業株式会社・横浜工場、いすゞ自動車株式会社・藤沢工場見学会

自動車メーカー・車体メーカー見学会

　いすゞ自動車株式会社・藤沢工場は 1962 年に操業開始。主に大型 / 中型 / 小型トラックの組立
を行っています。研究施設も併設したこの工場は『いすゞのマザー工場』の位置づけであり、この
工場のものづくりの理念が世界中の工場に水平展開されていきます。
　工場には約 350 人の外国人実習生が従事しています。 今回の見学では小型トラックの生産ライン
を案内していただきました。 ロボットのみによるフロントガラスの接着、ロボットと工員が役割を
分担しながらのエンジン・キャビンの取り付け等々を間近で見ることができました。自動化率の高
さと同時に手作業の工程もまだ多く、その二つが綺麗に融合したようなライン工場だという印象を
強く受けました。

　令和元年 11 月 13 日に、極東開発工業株式会社の横浜工場、並びにいすゞ自動車株式会社の藤
沢工場の見学会が日本自動車工業会・日本自動車車体工業会主催で行なわれました。日本トラック
リファインパーツ協会からも参加者があり総勢 31 名でした。この見学会の趣旨は、架装物の製造
現場を見て互いの業務を知り、情報交換の場を持つことにより、さらなるリサイクルを促進するこ
とにあります。
　極東開発工業株式会社・横浜工場では、大型車から中
小型車まで、トレーラーを除く全機種を生産しています。
神奈川県の中部中央部に位置する大和駅からは徒歩圏内
で、住宅街、商業施設に囲まれた立地環境の中、狭い敷
地面積を最大限有効活用する工夫をしている工場です。
社屋は、トラックの箱車を模したユニークな外観となっ
ています。
　昨今の人手不足から、多数の外国人の方がこの工場で
従事しています。そのため、社内ポスターも数カ国語で
案内され外国人従業員に対する指導姿
勢も大変参考になりました。
　また、同社では「技術と信用を重ん
じ一致協力して企業の生々発展に努力
し広く社会に奉仕する」という経営理
念に基づき、地域活動への積極的な参
加やお客様だけでなく地域小学校の児
童まで多くの見学者を受け入れ、広く
社会に貢献されています。

2017年、藤沢工場に隣接地に創立 80周
年記念事業の一環として企画・建設された
『いすゞプラザ』。
いすゞの名車が多数展示されています。
1968年生産の初期型「117クーペ（右）」、
1924年「ウーズレーCP型（左）」。
いすゞの原点となる、現存する同社最古の
トラック。

〈工場内の随所に設置された多言語のポスター〉 〈児童からの御礼の手紙〉

https://www.isuzu.co.jp/plaza/index.html

■いすゞプラザ
〒252-0881 神奈川県藤沢市土棚 8
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　10 月 29 日 ( 火 )、30 日 ( 水 ) の両日に渡り、「第 12 回アジア自動車環境フォーラム（AAEF）」
が熊本市において開催されました。日本自動車リサイクル機構の代表としてフォーラムに参加し
た報告をさせていただきます。 
　本フォーラムは、NPO JARA が中心となり、アジア・オセアニア各国の自動車リサイクル業
界団体に働きかけ、今回 12 回目の開催となります。各国の持ち回りで、日本での開催は 3 回目
となります。 参加国は、日本、韓国、モンゴル、中国、マレーシア、インド、オーストラリアの
７カ国。130 名以上の方が参加されました。 
　フォーラムのテーマは、「自動車リサイクルにおける SDGｓの実現に向けて」 。私達が今直面
している課題は、自動車産業の変革にせよ、持続可能な社会の形成にせよ、一国のみで達成され
るものではなく、国際的な協調が求められることは明らかです。その観点から各国の業界の取り
組みを発表し理解を深める事ができた事は意義深いものでした。 
　また、会議に先立ちファクトリーツアーが企画され、カネムラエコワークスさん、AR ホシヤ
マさんを訪問し、ELV の解体処理から部品流通工程を自国と比較しながら興味深く、また先進性
に感心しながら見学していました。 
　世界をリードする日本の車産業として、生産のみならず、リサイクルの場面で先進的な取り組
みを進め、リーダーシップを発揮するべきと思いました。 
　最後に、本フォーラムを企画運営された NPO JARA の皆さまと熊本県の皆さまには敬意を表
し、心より感謝申し上げます。

第 12 回アジア自動車環境フォーラム 

04自動車リサイクル士制度認定講習会
ー盛岡会場ー
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05鉄 ス ク ラ ッ プ 最 新 情 報
[ 提供：日刊市況通信社 ］

　国内電炉の間に 11月 19日、鉄スクラップ購入価格を 1㌧あたり 500 円どころ値上げする動きが広がり、
国内相場は続伸した。一部電炉は19日時点での値上げ改定を見送ったが、全国的に相場は続伸しており、後日、
値上げ対応を実施しそうだ。堅調な海外・輸出相場に比べて国内相場にはまだ上げ余地があるとの見方が大勢
を占めるため、当面は堅調な相場が続くと予想される。
東京製鉄は 19日、田原工場の新断類・ダライ粉類を 1,000 円、その他 500 円、他の拠点は全品種 500 円値
上げした。これを受けて、全国の電炉や湾岸商社・シッパー筋の間に値上げ改定が広がった。海外・輸出相場
の値上がりに加え、14日からの値上げ改定が広がった後、市中に先高観が強まったことで、市中スクラップ
の荷動きが鈍化している。こうした中、電炉筋や湾岸ヤード筋は必要量を確保するため、引き合いを強めざる
を得なかった。また電炉筋の間には、減産下にあるものの、鋼材相場を支えるために鉄スクラップ相場の値上
げを受け入れる余地もあったとみられる。

　関東の鉄スクラップ市場は、電炉買値、浜値とも続伸した。ただ、19日からの電炉筋の値上げ改定が半数に
とどまったため、電炉買値は浜値に対し 500円どころの安値が残る。関東電炉各社が減産に取り組んでいるこ
とに加え、11月下旬から長期の工事炉休を実施する筋もあるため、鉄スクラップ需要量が大幅に減少している
のが現状だ。11月 21日時点の関東市場のH2炉前実勢価格は 22,500 ～ 23,500 円中心。浜値は 23,000 ～
23,500 円中心

【関東地区】 　電炉買値、浜値とも続伸 炉休などで需要量は大幅

　大阪地区の鉄スクラップ市況は強基調を保っている。域内電炉の鉄スクラップ需要はそこまで旺盛ではなく、
上昇基調がいつまで続くかは予測しづらいが、足元は湾岸筋による購入継続があり、また目先にも共同輸出が
控えており、ヘビー類を中心にタイト感が続く。このため市場は先高気配を保ったまま 11月下旬入りとなり
そうだ。11月 21日時点のH2炉前実勢価格は、大阪地区が23,000～ 24,000円中心、姫路地区が21,500
～ 22,500円中心

【関西地区】 　域内市況は強基調 タイト感続き先高気配

（※価格、数量等は日刊市况通信社調べ、11月 21日午前時点のもの）
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日刊市况通信社

鉄スクラップ市況（5地区代納平均価格）の推移
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日刊市況通信社

11月 21日の国内スクラップ炉前実勢価格
（中心値）
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【東海地区】 　20日までに電炉の再値上げが一巡
　東京製鉄・田原工場は 11月 19 日から 500 ～ 1,000 円の値上げを実施。これを受け、名古屋地区の電炉
筋の値上げ改定が 20日までに一巡した。業者間には「輸出価格との開きがあることから市況はさらに修正上
げへ向かう」との見方があり、様子見対応の筋が多く足元の荷動きはなお鈍い。電炉間には入荷のバラつきも
見られるが、今のところ需給関係を不安視する声は少ない。11月 21日時点のH2炉前実勢価格は22,000～
23,000円中心。
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行事予定
ー12月の主な行事予定ー

お知らせ

編集後記

　カレンダーに目を向ければもう師走。今年もひと月残すのみとなりました。 思い返せば、
さまざまな出来事や天災、市況低迷が重なり、今年は何かと試練が続き、慌ただしく過ぎた
ように思います。来年こそは平穏無事に、また商売繁盛といきたいものです。
　さて私事ですが、先日、シリコンバレーに行って参りました。この地はもともと果樹園を
中心とした農作地帯でしたが、いまや世界最大の IT 先端技術発信の地として名を馳せていま
す。多くの日本の企業がこの地で、将来を見据えた技術革新を進めています。特に注目すべ
きは大手企業の再生可能エネルギーへの取り組みでした。 
　大手石油会社、ガス会社がこぞって電気事業に参入しようと準備を進めています。超大手
石油会社は 2030 年までに世界最大の電力会社になることを公言しています。生き残るため
の執着、これまでの歴史やこだわりを捨てトレンドを逃さないエネルギーには驚かされます。
自動車業界も 100 年に一度の改革と言われた今年、果たして我々は何を改革したのか。
掛け声だけでは何も変わらないのは分かっているのですが･･･。 
 
 

（広報部会 部会長 永田 則男） 

Dece
mber

フロン類回収業者の皆さまへ 

1、年末の集荷日程 ー 年末の集荷日程スケジュール 

webによる集荷依頼最終日 
電話・FAXによる集荷依頼最終日 
ボンベ / パレット年内最終集荷日 

2019/12/18（水） 
2019/12/19（木） 
2019/12/20（金） 

※離島の集荷最終日は 12/12（木）となっております。詳しくは TEL:0120-260-994 へお問い合わせ下さい。 

詳しくは、自動車再資源化協力機構ホームページ (http://www.jarp.org/) をご覧下さい。 


